
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

財
　
源

　職階級・年齢等を考慮し、職員に必要な知識及び技術を習得させるため、栃木県市町村職員
研修協議会及び塩谷・那須南ブロック市町村職員研修協議会が実施する研修に参加させるとと
もに、自主的に職務に係る知識等を習得しようとする職員に対して研修参加負担金等を助成しま
した。
　また、職員の健康の保持・増進を目的としてメンタルヘルス研修を開催し、精神疾患の予防策と
対応策について学びました。

どのような成果が現れます（現れました）か？

①各種研修会に参加することにより職務を適正に遂行するための知識・技術を習得することができま
す。
②精神疾患に対する知識や対応策等を習得することにより、職員の適正な健康管理が行えます。
③協議会構成市町が連携することにより効率的・効果的な研修の実施が可能になるとともに広域的
な課題への対応が可能になります。
④意欲ある職員を支援することにより、高度化・多様化する住民ニーズに的確に対応できる職員の
育成が可能になります。
⑤意欲ある多くの地方自治体が会員になっている自治体学会に加盟し、先進的な取り組み・制度等
に関する意見交換・情報収集をすることにより、本町の行政運営に活かすことが可能になります。
⑥本町職員のウィークポイントである法令解釈、条例・規則等の立案能力を向上させることにより、地
方分権の進展や住民ニーズへの的確な対応が可能になります。
⑦職員の意識改革に繋がるとともに、安易に欠席することがなくなります。
⑧研修用の復命書様式（目的・対象・内容・業務への反映の考察等を個別に記載）を作成・使用す
ることで、参加した研修への意識が高まります（CHECK）。また、参加した研修に対するアンケート
（良かった点・改善すべき点等を記載）を実施し、次年度の研修に反映させることで、研修の効果を
向上させることができます。

・栃木県市町村職員研修協議会及び塩谷・那須南ブロック市町村職員研修協議会が実施する研修
に参加したことで、職階級ごとに求められる法的知識や問題解決方法等を学ぶことができました。
・自主研修に参加し、先進的な取組み等を学んだことで組織が目指すべき目標や解決すべき課題
等が明確になりました。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額

事務事業名

細　節

特別旅費

職員研修費

実
績

担当部課 総務企画部　総務課
担　当 総務担当

サブリーダー 水井　剛芳

計
画

①各種研修会等に職員を参加させます。

②精神科医や心理カウンセラー等による精神疾患予防研修会を開催します。
③栃木県市町村職員研修協議会、塩谷・那須南ブロック市町村職員研修連絡協議会主催の研
修に職員を派遣します。
④自主的に職務に係る知識や技術を習得しようとする職員グループに活動支援補助金を交付し
ます。
⑤自治体学会の会員になります。

⑥主査・サブリーダーを対象に法令実務研修会を開催します。

⑦研修への参加状況を人事評価へ反映させます。
⑧研修事業におけるPLAN(研修計画）⇒DO(研修実施）⇒CHECK(研修効果の確認）⇒
ACTION(次年度研修事業の改善）サイクルのCHECK・ACTION機能を強化します。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

研修参加率

１００％ ６０％

負担金

特別旅費 601,000

400,000委託料

負担金

400,000

1,139,000

150,000

712,500

委託料

849,000

委託料

金　額

特　記　事　項

研修を確実に受講させることで、職務を遂行する上で必要な知識・技術及び職責に応じた判断・決定
能力を身に付けさせる。
参加状況
（1）栃木県市町村職員研修協議会　１００％（１４名／１４名）
 (2) 塩谷・那須南ブロック市町村職員研修連絡協議会　９７％（２９名／３０名）
 (3) 自主研修　１００％（７名／７名）
 (4) メンタルヘルス研修　５０％（１０２名／２０４名）

85,580

948,080

特　記　事　項

特　記　事　項

生ごみリサイクル講習会、指定管理者セミナー他

メンタルヘルス研修

栃木県市町村職員研修協議会、塩谷・那須南ブ
ロック市町村職員連絡協議会、生ごみリサイクル講
習会他

補助金 300,000

2,140,0002,140,000

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

001－０２０１０１－００５－０１－０１－０

事業の分類 既存事業

予算科目
コード

金　額

特別旅費 591,000

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

負担金

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額 0

948,080

計　画

2,140,000

0

2,140,000

実　績

948,080

0

2,140,000

0


